○滝川地区広域消防事務組合消防職員被服規則

制　定　平成11年３月29日規則第６号

改正　平成14年３月29日規則第１号

　滝川地区広域消防事務組合消防職員被服貸与規則（昭和47年滝川地区広域消防事務組合規則第10号）の全部を改正する。

　（目的）

第１条  この規則は、職務の執行上必要とする消防職員に対する被服の給与及び貸与について必要な事項を定めることを目的とする。

　（被服の範囲）

第２条  職員の被服は、給与被服と貸与被服の２種類とする。

　（給与被服）

第３条  組合長は、職務上被服の着用が必要と認める消防職員に被服を給与する。

２  職員に給与する被服の品名、数量及び使用期間は、別表第１のとおりとする。

３  給与被服は、使用期間満了と同時に給与を受けた職員に帰属する。
４  被服の給与を受けた職員は、使用期間満了前に退職又は勤務替等によりその職務を行わなくなった場合、次により計算した金額を納入しなければならない。（この場合、当該被服は納入した職員に帰属する。）ただし、当該被服を所属長に返納した場合、又は組合長が特別な事情があると認め　たときは、使用残期間に相当する金額の納入は必要としない。

　 　 購入価格
　　　　　　　　　　　×　使用残期間　　＝ 　納入金額
　  　使用期間（月数）   （１月未満切り捨て）　　　（１００円未満切り捨て）

５  所属長は、返納された被服で使用可能なものは、着用を必要とする他の職員に再給与するものとする。

　（貸与被服）

第４条  組合長は、職務上被服の着用が必要と認める消防職員に被服を貸与する。

２  職員に、貸与する被服の品名、数量及び使用期間は、別表第２のとおりとする。

３  被服の貸与を受けた職員は、使用期間が満了したとき及び使用期間満了前に退職又は勤務替等によりその職務を行わなくなった場合、当該被服を所属長に返納しなければならない。ただし、使用価値がないと認めた被服については、返納させないことができる。
４　所属長は、返納された被服で使用可能なものは、着用を必要とする他の職員に再貸与できるものとし、使用不能なものは総務課長と協議のうえ、組合長の決裁を受けで不用の決定及び処分をすることができる。

　（給貸与の始期及び使用期間）

第５条　新任者にあってはその職務を行う時期までに、使用期間を満了したものにあっては、満了した翌月に新たに給貸与する。

２  使用期間は給貸与を受けた月の初日から起算する。
３  組合長が特に必要と認めたときは、第２項の規定にかかわらず使用期間を短縮又は延伸することができる。

　（その他の被服の給貸与）

第６条  前条までに規定する被服のほか、組合長がその必要を認めた場合は、予算の範囲内で被服を給与又は貸与することができる。

　（被服の着用期間）

第７条  季節によって着用の区分がある被服については、次の期間区分によるものとする。

　夏衣  ６月１日から９月30日まで

　冬衣  10月１日から５月31日まで

２  前項に定めるもの以外の被服は、職務上必要とするときに着用する。

　（転貸、処分の禁止）

第８条  被服は、着用を必要とする職員以外に使用させ、又は承認を得ないで処分をしてはならない。

　（保全義務）

第９条  職員は、使用期間中の被服を正常な状態において維持保全するとともに、その補修は自己の負担において行うものとする。ただし、当該職員の責めに帰すことができない理由によって生じた損傷についてはこの限りでない。

　（亡失による自己負担又は弁償）

第10条　被服の給与を受けた職員が、使用期間中に当該被服を亡失させたときは、自己の負担において同様の被服を購入して着用しなければならない。

２　第４条の規定により被服の貸与を受けた者が、使用期間中に当該被服を亡失させたときは、第３条第４項の規定に準じて計算して得た金額を弁償しなければならない。   
３　前２項において、組合長がその者の責めに帰すことができない理由によって生じたものと認めた場合は、前２項の規定は適用しない。

　（給貸与の記録）

第11条　所属長は、給与被服整理簿（別記第１号様式）及び被服貸与簿（別記第２号様式）を備え、給貸与等の状況を記録しなければならない。
２　前項の給貸与被服整理簿に関する事項は、別に定める。

　（委任）

第12条　この規則の施行に関し必要な事項は、消防長が定める。
　　　附　則（平成11年３月29日規則第６号）

１　この規則は、平成11年４月１日から施行する。ただし、改正前の規定により貸与を受けた被服のうち、改正後の規則に規定する被服は、改正後の規定により給与又は貸与したものとみなす。

２　滝川地区広域消防事務組合消防職員被服貸与規則（昭和47年滝川地区広域消防事務組合規則第10号）は、廃止する。

　　　附　則（平成14年３月29日規則第１号）

　（施行期日）

１　この規則は、平成14年４月１日から施行する。

　（経過措置）

２　この規則の施行の際現にこの規則による改正前の滝川地区広域消防事務組合消防職員被服規則（以下「旧規則」という。）第11条第２項の規定に基づいて作成されている給貸与被服整理簿は、この規則による改正後の滝川地区広域消防事務組合消防職員被服規則（以下「新規則」という。）第11条の規定による給与被服整理簿及び被服貸与簿（貸与被服整理簿）とみなす。

３　この規則の施行の際現に旧規則の規定に基づいて給与されている作業服は、当分の間、新規則の定に基づいて給与された活動服とみなす。

別表第１（第３条第２項関係）

給　　　　　与　　　　　品

	区　　　　　　分
	 数　量
	 使用期間（年）
	

	 略帽
	 　１
	 　　　  ３
	

	 活動服
	 　１
	 　　    １
	 救急係員は、必要と認めた期間

	 外とう
	 　１
	         ６
	

	 救助服
	 　１
	 必要と認めた期間
	

	 ネクタイ
	 　１
	         ４
	

	 雨衣
	 　１
	         ６
	

	 防火靴
	 　１
	         ５
	

	 短靴
	 　１
	         ２
	

	 訓練靴
	 　１
	         ６
	

	 礼式用手袋
	 　１
	         ３
	

	救 急 用
	 救急服
	 　１
	 　　    １
	 救急係員は、必要と認めた期間

	
	 救急帽
	 　１
	 　　    １
	 救急係員は、必要と認めた期間


別表第２（第４条第２項関係）

貸　　　　　与　　　　　品

	区　　　　　　分
	 数　量
	 使用期間（年）
	 　　備　　　　　考

	 制帽
	１
	６
	

	 盛夏帽
	１
	５
	

	 制服
	１
	６
	

	 盛夏服
	１
	５
	

	 防火衣
	１
	５
	

	 防火帽
	１
	５
	


